
１ 多様な人々の文化芸術活動への参加機会の確保と活動の活発化
２ 文化芸術活動の顕彰等による創作活動の増進
３ 文化芸術による交流人口・関係人口の拡大
４ 秋田の文化の魅力発信

文化芸術の力で秋田の魅力を創造する

３期ビジョンの基本方針及び施策の方向性を、主に「鑑賞」、「魅力創
造」、「育成・継承」の観点から整理し、次のとおり構成する

第４期あきた文化振興ビジョンの策定について

課 題

第３期あきた文化振興ビジョン

県民が文化芸術に親しみ、文化
芸術の力で秋田の元気を創造す
る。

第３期基本目標 状況の変化等 第３期(R５～R7)の成果目標

（１）文化芸術を鑑賞している人の割合     
      Ｒ7目標値60％ →Ｒ６：56.9％
（２）文化芸術活動を行っている人の割合 
      Ｒ７目標値４０％  →Ｒ６：２１．３％
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項 目 （ 案 ）

こ れ ま で の 主 な 取 組 と 成 果

 【人口減少と高齢化の進行】   【デジタル化の更なる進展】
・文化芸術の担い手不足や高齢化が加速  ・デジタル技術を活用した鑑賞

 【アフターコロナと交流の拡大】   機会や公演配信等の拡大
・文化事業来場者はコロナ禍前の水準 【ミルハスの盛況】
・県外、海外からの旅行者の増加   ・開業以来、好調な来場者を維持

資料３－１

基本方針Ａ あきた芸術劇場ミルハスを核とした文化活動の活発化と鑑賞機会の充実

基本方針Ｂ 次代を担う後継者や若手アーティストの育成と活動支援

基本方針C 文化の継承と発展、創造

基本方針D 地域の文化資源を活かした交流人口・関係人口の拡大

○ 多様な人々の文化芸術活動への参加機会の確保と活動の活発化
・地域の文化資源を活用した取組を行う文化芸術団体等への支援を行い、20事業で計9,835人が来場

○ 県民が文化芸術に親しむ機会の充実
・ミルハス等における鑑賞機会の充実により、文化芸術を鑑賞している人の割合は約57％（目標値55％）

 

○ 学校における文化芸術活動・体験の充実
・プロによるアウトリーチの実施、児童・生徒の関心や活動意欲の向上 （630名参加）

○ 文化芸術を担う人材の育成・活動支援と発表の場の確保
・民間団体が行う活動への助成（29団体）

○ 民俗芸能の継承支援
・「あきた無形民俗文化財万博」の実施による出演団体の活動の活発化や意欲の向上（８団体出演）

○ 文化創造に向けた取組への支援
・若手アーティストの発表機会の創出・支援、「アーツアーツサポートプログラム」の実施（応募申請数10件）

○ 文化芸術による交流人口・関係人口の拡大
・交流人口に資する取組への助成、わらび座と連携した魅力発信、ミュージカル上演 （助成した取組の来場者167,000人)

○ 文化情報の多様な発信と他分野との連携
・情報サイト「ブンカDＥゲンキ」や公式ＳＮＳで情報発信（サイトページビュー数112,929回、YouTube再生（114,866回）

■ 集客力のある公演等の誘致や各施設との連携強化等、県
民が質の高い文化芸術に親しむ機会の充実が必要
■ 文化芸術活動を行っている人の割合が低いほか、公募展
等への参加者数が減少傾向であり、特に若い世代の関心を
高め、自ら活動する人の増加を図る必要がある

Ａ

■ アウトリーチ事業等により、広く児童・生徒が文化芸術
に触れられる機会の充実が必要
■ 若手アーティストの育成に向けた発表機会の充実や
アーティスト側のニーズに添った支援の提供が必要

■ 観光や地域づくり、学校教育等と連携した取組により、文
化財の保存と活用の相乗効果の創出を図る必要がある
■ 地域固有の文化を活かした、より魅力あるコンテンツの
創造が必要

■ 動画配信サイトやSNSのトレンドを把握し、訴求力の高
い情報発信を図っていく必要がある
■ 文化芸術活動を行う個人や団体自らの情報発信力の強
化に向けた支援が必要

１ あきた芸術劇場を中心とした文化芸術を鑑賞する機会の充実
２ 公立文化施設の利用促進
３ 県民へのきめ細かな文化芸術情報の提供

１ 文化芸術を担う人材や若手アーティストの育成と発表の場の創出
２ 学校における文化芸術活動・体験の充実
３ 民俗芸能の継承支援
４ 文化財の保存、伝統文化などの継承と活用

Ｂ

Ｃ Ｄ

策定の趣旨・期間

【策定の趣旨】
本ビジョンは、中長期的な視点から、取組の方向
性等を明らかにし、文化芸術の振興を図る施策を
効果的に展開するために策定する。
【計画期間】
令和８年度～令和11年度（4年間）
※文化芸術基本法における「地方文化芸術推進基
本計画」として位置づける。

A 県民が文化芸術に親しむ機会の充実

B 文化芸術による秋田の魅力の創造

C 文化の継承と次代を担う人材の育成

目 指 す 姿 （ 案 ）
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